
 

妊娠初期に風しんにかかると、赤ちゃんに障がいが残ることがあります。 

風しんは予防接種で予防できます。 

①接種日に本部町に住民登録がある方 

②妊娠を希望する 19歳～50歳未満の方とその配偶者（事実婚含む） 

＊男性は 19歳～60歳未満まで 

ただし、風しんワクチンの予防接種履歴が 2回以上ある方は除きます。 

接種の流れ 

①医療機関に電話予約をします。 

②次の物を持参して医療機関窓口で受付して接種します。 
・医療保険証 ・母子手帳（ある方）・費用（一度全額自己負担していただきます） 

 

③接種後、領収書と予防接種済証を受取ります。 

④次の物を持参して、健康づくり推進課へ申請してください。 

・風しん予防接種費用助成申請書 

（本部町ホームページ・健康づくり推進課窓口） 

・予防接種済証 

・予防接種代金の領収書（原本）＊診療明細書など風しん予防接種費用がわかるもの 

・通帳又はキャッシュカードの写し 

（接種した方と口座名義人は同一であること） 

・印鑑（接種した方・届出人） 

・町内医療機関で実施できます。その他医療機関で接種した場合も助成対象です。 

接種期間：令和２年 4月 1日～令和３年 3月 31日      申請期間：接種日から 1年以内                 

本部町役場健康づくり推進課 TEL:47-2103 

風しんワクチン：1回 3,000円 
MR（麻しん風しん混合）ワクチン：1回 5,000円 

対象者 

接種費用は風しんワクチンが 8千円～1万円程度、風しんワクチンは 5千円～7千円程度です。 


